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1. はじめに

必ずお読みください

デジタル自動録画装置『NS-32SDR』は、監視防犯をはじめさまざまな映像を録画することを目的とした装置
ですが、全ての映像を録画することを保障したものではありません。状況によっては映像を自動的に録画できな
いこともあります。弊社および販売店では映像が録画されなかった時の責任は一切負いません。
本製品は事故が起きた時の検証の補助として使用することもできますが、法的証拠として効力を保障するもので
はありません。
本製品で録画した映像は、場合によって被撮影者のプライバシー権利を侵害することがあります。映像を活用す
る際はご注意してください。撮影した映像に関するプライバシートラブルなどに関しまして弊社及び販売店は一
切の責任を負いません。

SDカードについて
１．SDカードを本機に再投入する場合には、PC上で「FAT32」形式にてフォーマットしてから
　　ご使用ください。
2.　他メーカのSDカードなどをお使いになると機能しないものもあります。
　　推奨メーカーのものをご使用ください。推奨メーカー：Trancend 製　 SanDisk 製
3.　録画中はSDカードを取り外さないでください。SDカードを取り出すときは録画ボタンを
　　3秒以上押して録画を中止してから取り出してください。録画中に取り出すと最後の録画ファイルが
　　破壊され、SDカードの破損にもつながります。また、録画中に電源を切ると最後の録画ファイルが
　　破壊されます。録画を停止してから電源を切ることをお勧めします。
4.　SDカードの挿入・取り出しは本書の説明書に従って慎重に行ってください。無理やり挿入したり
　　引き抜いて本体が破損した場合は、保証期間中であっても有償修理となります。

安全上の注意
本製品は国際的な安全基準を満たしています。
お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次に説明
します。
1.　正規の電源を使用してください。指定電圧（DC12V）を越えるACアダプタにこの製品を接続すると
　　製品の破損となります。
2.「NS-32SDR」に金属などの異物を差し込むと感電する場合があります。
3.　濡れたままでまたは埃をかぶった状態で使用しないでください。製品は清潔で、乾燥している場所で
　　お使いください。
4.　本製品は防水仕様ではありません。屋外では防水ハウジング等に入れてお使いください。
　　万一水がかかった場合は、すぐにコンセントを抜いて販売店にご連絡ください。
5.　本製品の外部ケースを清掃する場合は、軽く湿らせた布を使用してください。溶剤の使用は厳禁です。
6.　製品が作動しない場合は故障も考えられます。異常な音やにおいのする場合は直ちにコンセントから
　　プラグを抜いて販売店にご連絡してください。
7.　トップカバーをはずして使わないでください。
　※警告 : トップカバーをはずすと電気的異常をきたす恐れがあります。
8.　製品は精密機械なので、強く落下したり、ぶつけたりして破損しないよう注意深く取扱願います。　
9.　万一、通常の使い方で故障した場合は、直ちに使用を中止し、修理または交換のため販売店に
　　ご連絡ください。
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10.　製品にはあらかじめリチウム電池を装填しています。電源を切った後、タイム表示が正常に動作しない場
　　合はリチウム電池の交換が必要です。本体内部にある電池を交換するため、販売店へご連絡いただき、
　　弊社にて修理対応となるようお手続きをおこなってください。
　　警告 : リチウム電池を交換する場合はトップカバーを外す必要があります。お客様自身での交換による
　　　　　機器異常や破損、事故については保証対象外となりますのでご注意ください。
11. テレビやエアコンなどの各種赤外線リモコンで反応することがあります。その場合、リモコンで各種設定が
　　終わったらリモコン受光部を厚手の粘着テープなどでふさぐことで、対処してください。
12. 内蔵のタイムジェネレーターの精度は電波時計のように正確ではありません。使用環境温度が大きく
　　変動するところでは‐10℃～40℃では±60分程度 /年の誤差を生ずる場合があります。
　　したがって時々現在時刻に設定を合わせることをお勧めします。

免責事項
●本製品で録画した映像は、個人として利用するほかは、著作権法上権利者に無断で利用できませんので
　ご注意ください。
●雷、津波、地震、その他自然災害、火災、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意または過失、
　誤用、その他の異常な条件下での使用により故障および損傷が生じた場合、または弊社または弊社が
　許可した者以外が分解や改造した場合、または腐食や錆などによる外観の劣化の場合、原則として
　有償での修理とさせていただきます。
●別売りのSDカードなど消耗品に関しましてのトラブルは、弊社は一切の責任を負いません。
　消耗品のお買い上げ販売店にご依頼ください。
●本製品の保証は、本書記載の内容をお守り頂かなかった場合、適用対象になりません。
●弊社では機器の故障、不具合、トラブルに対しての出張対応は行いません。修理、設定、などについては
　センドバック方式にて対応させていただきます。
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本体 リモコン 映像・音声入出力コネクタ+ピンコード　各×2

インストールCD電源アダプタアラーム端子

クイックガイド＆各種説明書 SDカード（テスト用4GB） 本体スタンド
※BOXには付属しません。

1-1　同梱品の確認

万一、不備な点がございましたら、お買い上げの販売店にお申し付けください。
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1-2　各部名称

①アラームOUT/IN　：　センサー端子を接続します。
　※ターミナルブロックにセンサーを接続するとセンサーで反応したときイベント録画を始めます。

②SDカードスロット　：　SDカードを挿入します。※32GBまでの推奨SDカードを挿入してください。
(推奨：SanDisk 社製、transcend 社製。３２GBはSanDisk 社製のClass4、Class6、Class10のUltra のみ使用可能です。）
※上記記載のSDカード以外を使用された場合、録画されなかったり、最悪SDカードが抜けなくなることがございますので、絶対に使用

　しないでください。別売りのSDカードなど消耗品に関しましてのトラブルは、弊社は一切の責任を負いません。

③録画 LED（REC）　：　録画中は LEDが点灯します。

④ステータス LED（STA）　：　エラー発生時は速く点滅します（録画データの書き込み中は遅く点滅）

⑤電源 LED（PWR）　：　電源がオンの状態では点灯します。

⑥リモコン受光部　：　リモコンを使うときにこちらに向けてください。

⑦リセットボタン　：　細いピンなどの先でボタンを押すと、本体設定がすべてリセットされます。

⑧録画映像入力端子　：　付属の映像・音声コネクタを接続します。

⑨録画映像出力端子　：　付属の映像・音声コネクタを接続します。

⑩電源入力端子　：　付属の電源アダプタを接続します。
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1-3　リモコン

録画開始 /停止を操作します。

メニュー画面を表示させます。また、一つ前のメニュー画面へ戻ります。

メニュー画面でカーソルを上下移動させます。
また、個々の設定数値を変更します。

メニュー画面では、個々の設定数値を上下変更します。

再生画面内で巻き戻し操作を行います。

再生画面内で早送り操作を行います。

検索画面から、再生を実行します。

再生を実行中、再生を停止します。

再生を実行中、再生を停止します。もう一度押すと再開します。

再生を実行中、音声を消します。

再生検索画面を表示します。

再生画面とカメラ映像画面を切り替えます。再生は継続します。

メニュー画面では、各項目の数値変更や、設定変更の決定を
行います。
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1-4　各種動作
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2. 使用方法

2-1. 基本接続手順

(1)SDカードを挿入します。
(2) 本体をテレビまたはモニターに接続します。(映像入出力コネクタ及びピンコードを使用してください )
(3) 本体にカメラを接続します。(映像入出力コネクタを使用してください )
(4) 電源をつないでください。（電源アダプタを使用してください）
(5) 録画をオンしてください。（リモコンのRECボタンを押してください）
(6) モニタリングとレコーディングを始めます。

ＳＤカードの挿入・取り出しは以下の写真を参考に十分注意して行ってください。
間違って破損した場合は保証期間内でも有償修理となります。

SDカードの取り出し

　SDカードは爪などで軽く押し、つまめる程度出てきたら
　抜いてください。
※カードを強制的に抜いたり、強く押し込みすぎると
　SDカードや機器のカード受け部分が破損し、
　故障の原因となりますのでご注意ください。
　
※SDカードの製造ロットやメーカーによっては、
　挿入したSDカードが抜きづらい場合があります。
　その場合、SDカードの側面にあるロックキーを
　数回動かした後再度挿入してください。

※録画中にSDカードを取り出すと、録画データの破損や、　
　SDカード自体の破損につながります。
　必ず録画を停止させてください。
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2-2基本操作方法

●電源が入り、SDカードが挿入され、カメラがきちんと接続されていることを確認してください。
●SDカードはフォーマットされているものをお使いください。メモリーを初期化すると、
　保存していた映像物や写真などのデータは全て消去されますので、慎重に行ってください。
●PC（以下パソコン）でフォーマットする場合は、ファイルシステム「FAT32」形式で
　フォーマットしてから使用してください。（新品や他の機器で使用していたSDカード使用前に行います）
●録画された画像はPC専用ビュアーソフト「MicroDPlayer」で閲覧できます。
●NS-32SDRは、記録フレーム数を選ぶことができます。（最大：30コマ／秒～）
　より多いフレーム数は、滑らかな映像となります。しかし、録画データ容量が大きくなるため、
　SDカードの保存期間が少なくなります。目的にあわせて最適なフレーム数を選択してお使いください。
●カメラがNS-32SDRに通常接続されると、初期状態のカメラ映像画面になります。
　この状態では録画や録音はしていません。
●録画を開始するためには、「RECボタン」を押します。（強制連続録画モード）。
※停電などで電源がオフになった後、再度電源がオンになると自動的に連続録画が開始します。
　（自動録画：ON設定時）
●録画中（ 「E」 などのアイコン表示時）はメニュー画面 /検索画面に入れませんので、
　一度録画を停止してから操作を行ってください。
●リモコンや本体の周りにパソコンなどの電子機器があるとリモコン操作の誤作動を発生することが
　ありますので注意してください。

2-3機器の接続方法

緑色点灯＝録画中

赤色点灯＝電源ON

黄色点滅（遅い）＝録画中
黄色点滅（速い）＝エラー
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●付属の電源アダプターを本体のDC12V端子に接続します。
●NS-32SDRの映像出力は「AV OUT」側から「映像・音声入出力コネクタ」と「ピンコード」を
　使用してモニターまたはテレビに接続します。
●カメラの映像は「AV IN」側に、同様に接続します。
　※黄色端子＝映像　白色端子＝音声
　※カメラ、モニターへの接続ケーブルは付属していません。

●録画中は電源アダプターを抜くなどして電源をオフにしないでください。
　電源を切る場合はリモコンで録画ボタンを3秒以上押して録画を停止した後（画面左下の「E」マークが
　消えることを確認）後に電源アダプターを抜いてください。

NS-32SDRはセンサー信号を受信して自動的に録画を開始する機能があります。
アラームを起動させるには以下の接続をしてください。

1. センサーをターミナルブロックを使用してALM IN/GNDに接続してください。
　（警報器等外部機器に接続する場合はALM OUT/GNDに接続してください）
2. センサー（外部機器）の電源を入れてください。

※接続するアラーム機器（センサー、外部機器）については、無電圧タイプの機器に限ります。
　有電圧タイプのセンサーは接続しないでください。本体が破損する可能性があります。
※アラーム機器については適合機種を販売店とご相談ください。
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3. メニュー画面

メニュー画面の出し方（操作は全て付属のリモコンで行ってください。）

　メニュー画面を出すには【MENU】ボタンを押してください。
　上記の画面が表示されますので、パスワードを4桁入力します。
　工場出荷時はパスワードが〔0,0,0,0〕になっておりますので、そのまま【ENT】ボタンを4回押します。
　「0」以外の数値を入力する場合は、【▲ / ▼】ボタンで数値を変更し、設定したい数字が出たら【ENT】
　ボタンを押します。カーソルが次の桁に移動し、同じく【▲ / ▼】ボタンで数値を設定し
　【ENT】ボタンを押してください。

※録画中は「メニュー画面」は表示されません。一度録画を停止してから行ってください。
　録画を停止するには【RECORD】ボタンを3秒以上長押しします。（モニター右下のマークが消えます。）

 

 

 

【▲ /▼ /◀ /▶ /】ボタンで移動、
選択します。
【ENT】ボタンで決定、次項目へ移動します。
【MENU】ボタンで前画面に戻ります。

【▲】ボタン

【ENT】ボタン

【▼】ボタン
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3-1　メインメニュー

メインメニューでは、リモコンの【▲ / ▼】ボタンで設定したい項目までカーソルを移動させます。設定した
い項目が決まったら【ENT】ボタンを押してください。画面は選択した項目に移動します。
（次ページの例ではカーソルは“システムセットアップ”を選択しています。）

3-2　システムセットアップ

※初期化オプションを実行すると、表示言語は英語になります。その場合、下記画面を操作し、
　表示言語を Japanese」に変更します。

 【ENT】ボタンで決定、次項目へ移動します。
「システムセットアップ」画面へ移動します。

【MENU】ボタンで前画面に戻ります。

【▲ /▼ /◀ /▶ /】ボタンで移動、
選択します。
【ENT】ボタンで決定、次項目へ移動します。
【MENU】ボタンで前画面に戻ります。

●日時設定　：　現在の日時と時刻の表示を [オン /オフ ] 設定します。

●タイムセット　：　時刻の設定、調整を行います。「ENTER」ボタンで時刻設定項目を表示させます。

例：2013/02/17 （年 /月 /日）　 19:44:32 　（時間 /分 /秒）の順に数値を変更します。
　　カーソルは【◀ /▶】ボタンで移動、【▲ /▼】ボタンで数字を上下させます。
　　必ず秒の数値の場所で、【ENT】ボタンで決定します。決定しない場合は、時刻の設定は反映されません。

●サマータイム　：　※通常は使用しません。
　　　　　　　　　　※使用した場合、設定時間を一定期間中1時間進めて表示します。
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●時間補整　：　時間のずれを補正します。月 /週 /日毎に、秒単位で補正数値を設定できます。
　タイムセットで現在の時刻を入力して保存した後、月 /週 /日毎に補正数値を入力することで時刻を
　強制補正します。
※内蔵のタイムジェネレーターの精度は電波時計のように正確ではありません。使用環境温度が大きく
　変動する影響する場合があります。-10℃～40℃では±60分程度 /年の誤差を生ずる場合もあります。
　したがって時々現在時刻に設定を合わせ、補正機能によって誤差を修正してください。
※時間補整の設定は、例：+004秒 /日　の設定を参考に、前後させてください。

●言語設定　：　日本語（他、英語、フランス語、オランダ語、ドイツ語、スペイン語、から選択できます。
　　　　　　　　出荷時は日本語で設定されています。

●映像出力　：　NTSCで使用します。

●明るさ　：　映像表示の明るさを、「最低 /標準 /最高」から選択します。

●解像度　：　録画解像度を設定します。
　録画解像度を、4CIF（704× 480）、2CIF（704× 240）、CIF（352× 240）に設定できます。
　数値が大きいほど画質が高くなり、録画時間が短くなります。

録画時の解像度（↓図）

※再生時の解像度は4CIF（704× 480）となっております。

3-3　ビデオ設定

録画設定を行います。

【▲ /▼ /◀ /▶ /】ボタンで移動、
選択します。
【ENT】ボタンで決定、次項目へ移動します。
【MENU】ボタンで前画面に戻ります。
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●画質　： 　録画画質を「高い／普通／低い」から選択します。
【◀ / ▶】ボタンで画質変更　→　【ENT】で決定

　します。

●フレーム数　：　録画映像の1秒間に保存するコマ数を設定します。
　フレーム数が多いほど滑らかな動きの映像を録画しますが、録画できる時間は短くなります。
　フレーム数が少ないほど動画がコマ送り状態となるため、撮影対象に合わせて設定します。

　カーソルを【▼】ボタンで「フレーム数」に合わせ【ENT】で決定　→　【▲ /▼】ボタンで設定変更
　(下記の様に数値が順還又は逆順します。)→　【ENT】で決定
　　（1fps）　→　3fps　→　6fps　→　10fps →　15fps　→　30fps　→
　※1fps は機器の特性上使用を推奨しません。

●プリレコーディング時間　：　録画開始直前より遡って（およそ5秒前から）録画を開始する機能を
　　　　　　　　　　　　　　　「オン /オフ」選択します。
　（フレーム数設定値によって、プレレコードの秒数は自動的に決定されます）
　※イベント録画（モーション、アラーム）設定時に機能します。

　カーソルを【▼】ボタンで「プリレコーディング時間」に合わせ　【ENT】で決定　→　【◀ / ▶】ボタンで
　「オン /オフ」を選択します。

●ポストレコーディング時間　：　イベント録画時の録画する時間を設定します。
　イベント反応時 (アラーム、モーション )に作成される録画データの時間を、5秒～30分の間で
　設定できます。設定した時間分を1ファイルとして保存します。
※「イベントセットアップ」で「アラームセットアップ／モーション」＝「オン」での録画設定時のみ
　機能します。

【ENT】で決定　→　
　【▲ /▼】ボタンで時間変更　(下記の様に数値が順還又は逆順します。)→　【ENT】で決定
　　05sec ～ 59sec：5秒～59秒　→　01min ～ 30min：1分～30分
※解像度 /画質 /フレーム数によってポストレコーディング時間の最小値は異なります。しかし、ある一定
　容量のフレーム数が低かったり、録画時間が満たされていない場合は、設定した時間以上に録画すること
　があります。

●オーディオ入力レベル　；　音声録音時の音量を「0（オフ）～10（最大）」に設定します。
　※誘導性のノイズを拾うことがありますが、機器の不良ではありません。
　※音質は接続したカメラ（マイク）影響されます。
　※マイク機能のないカメラを使用する場合は、「0（オフ）」にすることで、録画時間が若干長くなります。

【▲ /▼】ボタンで設定変更
　(下記の様に数値が順還又は逆順します。)→　【ENT】で決定
　0→1～10→ 0
●自動録画　；　オン /オフ
　※オンに設定した場合、停電等で復旧した時も録画を開始します。ただし連続録画になります。
   ※強制録画 E 中に電源が切れた場合は、オフに設定していても復旧した時も連続録画で開始します。　
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●上書き　：　録画データの上書き機能を「オン／オフ」設定します。
　「オン」の設定では、SDカードの容量がいっぱいになった時点で録画された古いデータから上書きされます。
　「オフ」 の設定では、SDカードの容量がいっぱいになった時点で録画を停止します。

　カーソルを“上書き”に合わせ【ENT】で項目決定　→　【◀ / ▶】ボタンで「オン /オフ」変更　→　【ENT】
　で決定します。

●警告 /ディスク容量残なし　：　「上書き」設定が「オフ」の状態でSDカードの容量がない場合、
　　　　　　　　　　　　　　　　に表示する警告メッセージ表示を「オン /オフ」選択します。

　カーソルを“上書き”に合わせ【ENT】で項目決定　→　【◀ / ▶】ボタンで「オン /オフ」変更　→　【ENT】
　で決定します。

3-4　イベント検索

●アラームセットアップ　：　アラーム録画時の信号の入出力「オン /オフ」また、種類を選択します。

　○アラーム入力：(オン / オフ ) アラーム入力を使用する場合は“オン”にします。
　　入力タイプ：接続するセンサーに合わせて“NO”か“NC”を選択してください。
　　○NC　：　（ノーマルクローズ）　B接点出力タイプのセンサーを接続します。
　　　接続しているセンサーケーブルラインをオープンすればアラーム録画は自動的に開始します。
　　○NO　：　（ノーマルオープン）A接点出力タイプのセンサーを接続します。
　　　接続しているセンサーケーブルラインをショートすればアラーム録画は自動的に開始します。

　○アラーム出力　：　(オン / オフ )  アラーム出力する場合は“オン”にします。
　　出力タイプ：“NO”か“NC”を選択してください。
　　○NC　：　 （ノーマルクローズ）NC入力タイプの外部機器に接続します。
　　○NO　：　 （ノーマルオープン）NO入力タイプの外部機器に接続します。　

　カーソルの【▼】ボタンで各項目に移動　→　【ENT】で決定　→　【◀ / ▶】ボタンで「オン /オフ」
　または「NO/NC」を設定変更→　【ENT】で決定

●連絡アラーム　：　アラーム信号を発報し続ける設定の場合に「オン」に選択します。

　カーソルの【▼】ボタンで各項目に移動　→　【ENT】で決定　→　【◀ / ▶】ボタンで「オン /オフ」
　または「NO/NC」を設定変更→　【ENT】で決定

【▲ /▼ /◀ /▶ /】ボタンで移動、
選択します。
【ENT】ボタンで決定、次項目へ移動します。
【MENU】ボタンで前画面に戻ります。
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●モーション　：　動体検知録画の「オン /オフ」を設定します。
　オンにすると、録画は映像の動き（動体検知）があった際に録画を開始します。
　※画像の中の動きを検知するため、光の動きなどにも反応します。人物に限らず録画が開始されますので
　カメラの位置や撮影範囲に注意して設定してください。

　カーソルを【▼】ボタンで各項目に移動　→　【ENT】で決定　→　【◀ / ▶】ボタンで設定変更→　
　【ENT】で決定

● 感度：( 高い / 普通 / 低い )　 動体検知の感度を設定します。
　高い（小さな動きでも反応します）→ 普通→ 低い（普通より感度が少し鈍くなります )

  

●スケジュールセットアップ　：　スケジュール録画の設定を行います。
　※モーション録画 /連続録画時は必ず「オフ」を選択してください。
　○時間：連続録画を、設定した時間実行し、設定時間外は録画を停止します。
　○時間＆イベント：イベント録画を、設定時間内実行し、設定時間外はイベント録画を停止します。
　

メインメニュー /イベントセットアップ /スケジュールセットアップを選択

　カーソルを【▼】ボタンで“スケジュールセットアップ”に合わせ　【ENT】で決定
　設定を「時間」または「時間＆イベント」のどちらかを選択します。　
　→ オフから曜日設定に変える場合は【ENT】を押し、カーソルで “オフ” だけを囲む (上記図 2参照 )
　→　【▲ / ▼】ボタンで曜日を設定します。→  【◀ / ▶】ボタンでカーソル移動→ 
　 同じように曜日、時間、分まで設定 
　→ 【ENT】 を押してカーソルが横一列選択したら 【▲ / ▼】ボタンでカーソルを上下に移動できます。
　※移動できるようになれば、設定は保存されています。

（例）左の画面では、
1. 月曜～金曜　00：00～ 09：00
2. 月曜～金曜　18：00～ 23：00
の時間帯に、モーションが感知した場合
のみ録画をします。

【▲ /▼ /◀ /▶ /】ボタンで移動、
選択します。
【ENT】ボタンで決定、次項目へ移動します。
【MENU】ボタンで前画面に戻ります。

カーソルが番号とOFF

を両方囲んだ図 (図 1)

カーソルが番号とOFF

を両方囲んだ図 (図 2)
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3-5　サブメニュー

パスワードなどの設定を行います。

●パスワード設定　：　パスワード機能を「はい /いいえ」選択します。
　　　　　　　　　　　「いいえ」を選択すると、全てのパスワード機能しなくなります。
　　　　　　　　　　　下記の操作もできなくなります。
　
　カーソルを【▼】ボタンで各項目に移動　→　【ENT】で決定　→　【◀ / ▶】ボタンで設定変更→　
　【ENT】で決定

　○パスワードの変更　：　「パスワード設定」が「はい」の状態で操作できます。
　　　　　　　　　　　　　現在設定されているパスワードの数値を変更します。

　リモコンの【▲ / ▼】ボタンでカーソルを移動　→ 【ENT】で項目決定の操作を使用し、
　【ENT】で決定 → 「パスワード変更」 の画面が表示されますので、下記画面操作を行ってください。
　工場出荷時・パスワードは“ 0 0 0 0 ”（【ENT】を４回押す）です。

　【ENT】 を押すとカーソルが 「現在パスワード」 に移動します。
　「０」以外の数値を入力する場合は、【▲ / ▼】ボタンで数値を変え、設定したい数字が出たら
　【ENT】ボタンを押します。カーソルが次の桁に移動し同じく操作し、4桁目を設定し終えたら
　【ENT】ボタンを押し設定を終了します。
　同様の操作を、「新規パスワード」「パスワード確認」でも行います。
　
●インデックス再作成　：　録画中のモニター画面に「インデックスアイコン」が表示された場合、
　　　　　　　　　　　　　インデックスの再作成を行うことができます。

　カーソルを【▼】ボタンで各項目に移動　→　【ENT】で決定　→　【◀ / ▶】ボタンで設定変更→　
　【ENT】で決定

【▲ /▼ /◀ /▶ /】ボタンで移動、
選択します。
【ENT】ボタンで決定、次項目へ移動します。
【MENU】ボタンで前画面に戻ります。

【パスワードを変更するには】
現在パスワード（現在のパスワード）　　　　：　工場出荷時は”0000”
新規パスワード（新しいパスワード）　　　　：　※※※※
パスワード確認（新しいパスワード　確認）　：　※※※※
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4. ライブスクリーンモード

現在時刻表示　：　録画装置内の時計の現在時刻を表示します（設定P●●参照）

メッセージ　：　機器のエラーなど処理中状態をメッセージとして表示します。（下図参照）

・現在時刻表示

・スクリーンアイコン

・メッセージ

SDカードの記録容量　：　今の録画設定でのSDカード空き容量を示します。
　　　記憶容量残　：　現在、SDカードで使用可能な空き容量です。
　　　記憶容量　　：　接続されているSDカードの全体容量です。
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録画の表示は最初に赤い色で表示され、それから白に変わります

赤い指標：レコーディングは処理中で、レコーディングを止めてもファイルは保存
されません。(データは、ファイルを作るのに十分でありません )

白い指標：白い指標が示されるとき、レコーディングを止めても、ファイルは記録
されています。

連続録画中です。※英字表示時は「R」表示となります。

モーション録画中です。

アラーム録画中です。

スケジュール録画中です。

SDカードの残りがありません。
※OSD設定の警告がOFFの場合、アイコンは
　表示されません。

インデックス再作成を表示します。
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5.　録画検索

 SEARCH 検索再生
『SEARCH』ボタンを押すと、ログインウインドウが現れます。
ENTERボタンで、4桁パスワードを入力してください。

『リスト』をクリックしてください。検索結果がリストで表示されます。次に再生したいファイルを選択し、
『PLAY』ボタンを押すと再生が開始されます。

  

  

 
停止 

早送り再生 

 早戻し再生 
 

再生 
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5-1　検索方法

録画検索は「時間」、「イベント」、「両方」、「（指定）なし」の4種類の検索方法があります。
※イベントは「アラーム /手動 /モーション /時間」の4種類の録画システムを選択できます。
※「なし」を選択すると、保存されているすべての録画データを検索します。

●「時間」からの検索方法
　検索方法を「時間」に選択すると、時間検索画面が表示されます。
　ここでは検索開始時間と終了時間を設定し、その間に録画されたデータを検索します。

・

　※1行目は検索開始時間の設定です。
　 【ENT】で決定 →【◀ / ▶】ボタンで項目を“時間” に設定 → 【ENT】で決定 
　 カーソルが“検索方法”に戻ったら【▼】ボタンでカーソルを画面中央の時間帯に移動させます。
　※時間帯全体をカーソルが囲みます。
　→ 【ENT】で決定 →【▲ / ▼】ボタンで“年”を設定→ 【ENT】で決定又は 【▶】ボタンでカーソル移動
　→以下同様に「月 /日 /時 /分」 まで設定したら → 【ENT】で決定

　※2行目は検索終了時間の設定です。
　同様に「月 /日 /時 /分」まで設定したら→ 【ENT】で決定→ 時間帯全体をカーソルが囲みます。
　【▼】ボタンでカーソルを「リスト」へ移動→ 【ENT】で決定→ 録画検索リストが表示されます。

●「イベント」からの検索方法
　検索方法を「イベント」に選択すると、時間検索画面が表示されます。
　ここでは録画の種類別に検索します。

　 【ENT】で決定 →【◀ / ▶】ボタンで項目を“イベント” に設定 → 【ENT】で決定 
　 カーソルが“検索方法”に戻ったら【▼】ボタンでカーソルを「アラーム」へ移動させます。
　※「アラーム」をカーソルが囲みます。
　→  【▶】ボタンで検索方法を表示させます。→ 「アラーム /手動 /モーション /時間」の各項目が順に表示
　されますので、検索したい項目が表示されるまで、順次ボタンを押してください。
　→ 表示されたら【▼】ボタンでカーソルを「リスト」へ移動→ 【ENT】ボタンで検索します。

・検索開始時間

・検索終了時間
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アラーム「A」アイコン　    ＝アラーム録画
手動「E」アイコン　　　　 ＝「REC」ボタンを押す、強制連続録画
モーション「M」アイコン　＝動体検知録画
時間「T」アイコン　　　　 ＝スケジュール録画

●「両方」からの検索
前述の「時間」からの検索と、「イベント」からの検索を複合して検索します。
検索範囲時間を指定し、その中のイベントのみ検索します。

　 【ENT】で決定 →【◀ / ▶】ボタンで項目を“両方” に設定 → 【ENT】で決定 

　※以後の操作は、前述の「時間」と「イベント」ボタン操作を参照してください。
　　操作は、「イベント」→「時間」の順に設定します。

●「なし」からの検索
保存されているすべてのデータを検索します。

　 【ENT】で決定 →【　◀ / ▶】ボタンで項目を“なし” に設定 → 【ENT】で決定 
　 カーソルが“検索方法”に戻ったら【▼】ボタンでカーソルを「リスト」へ移動させます。
　【ENT】で決定→ 録画検索リストが表示されます。
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●検索リスト

検索リスト画面では、検索された録画データが一覧で表示されます。

　○録画リスト　：　録画データを「年月日　時分「イベントアイコン」　で表示します。
　　1ページに最大5行表示され、次のリストへ移動する場合は画面下部の「次」へカーソルを
　　移動させます。

　※再生操作
　【▲ / ▼】ボタンでリストを選択→ 再生したいデータ上にカーソルが移動させ【ENT】ボタンで決定
　→次画面では、再生は【▶】ボタンで開始。

　※検索操作
　【▲ / ▼】ボタンでリストを選択→ 「次」へカーソルを移動→ 【ENT】ボタンで次のリストを表示
　リスト末尾まで移動すると、「前」と表示が変更されます。
　再生を開始する場合は「※再生操作」を参照してください。

　

録画リスト
年月日　時分「イベント」

次のリストを表示
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6. 録画再生画面

録画再生中は、早送り・巻き戻し操作をができます。

検索した映像を再生するには、【PLAY】ボタンを押してください。
すると再生が始まり時計表示は、検索した時間の表示となります。

●検索 早送り再生
【▶▶】ボタンを押すと “2倍” の早送り映像になり、“x2” マークが数秒表示されます。
さらに押すと “4倍” “8倍” “16倍” の早送り映像になりマークも、送りの 早さが数秒表示されます。

●検索 早戻し再生
【◀◀】ボタンを押すと “2倍” の早戻し映像になり、“REW x2” マークが数秒表示されます。
表示は早送りと同様です。

●検索再生　停止
【■】ボタンを押すと再生を停止します。【Ⅱ】

※映像は選択した時間のデータのみを繰り返し画面に映し出します
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6. 録画時間目安

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※SDHCカード16GB使用時　映像のみ録画

撮影対象や環境条件によって表記録画時間は大幅に変動します。
　（動きのある撮影対象ほど録画時間が短くなります）

映像と同時に音声も記録される場合、特に低フレーム /秒では極端に記録時間が短くなります。
　　例）15フレーム /秒　：　表記時間の85％～50％
　　　　　6フレーム /秒　：　表記時間の75％～30％

※録画フレーム：1フレーム /秒での記録は圧縮ソフトの特性上3フレーム /秒の記録の約50％の記録時間に
　なります。したがって、本録画装置は3フレーム /秒以上でのご使用を推奨します。

※SDカードに記録可能なファイル数は２０００ファイルまでです。
　２０００ファイル以上になるとSDカードに空き容量があっても録画が停止します。（上書きOFFの場合）
　ただし、上書きオンになっている場合はSDカードに空きがあってもそこから上書きしますが
　２０００ファイルより多くはファイルしません。
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7. トラブルシューティング 

１．電源が入らない
　　本機の付属のACアダプターが確実に接続されているか確認してください。
　　製品を長い間使わないで放置していると、内蔵のＲＴＣバッテリーが放電して製品が
　　起動しないことがあります。付属のACアダプターを接続して1時間以上充電してください。

2．モニターに画面が表示ない
　　電源がオンであることを確かめてください。本体背面パネルの「POWER LED」が点灯しているか
　　確かめてください。点灯してなければ電源ケーブルが正確に接続されていない可能性があります。
　　また接続しているケーブル類が正確に接続されているか確認してください。

3．画面にブルー・スクリーンだけ映る（時計表示などが表示されない）
　　本体の映像出力のケーブル、コネクター等の接続部をチェックしてください。これらの接続に関して
　　問題を見つけることができない場合は、カメラ電源ケーブルがしっかり接続されているかチェック
　　してください。

4．メニュー・ボタンを押してもメニュー画面が開かない
　　本体が録画中はメニュー画面は開きません。録画を停止してから操作を行ってください。
　　手動録画（画面右下に「E」マーク）を終了するためには、再度「RECORD」 ボタンを押してください。  
　　「E」マークが消えたら録画は停止です。
　　モーション録画（画面右下に「M」マーク）を終了するためには、画面右下より「E」、「M」マークを
　　両方を消してください。

5．画面に、SDエラーメッセージがでる。
　　エラーメッセージが出る場合、SDカードをPC上で再フォーマットをし直すか、それでもまだ
　　エラーメッセージが出るなら、SDカードを交換してください。また「SDカードがロックされています」
　　と表示される場合は、カード側面のロックを確認してください。

6．録画されていない。
　　イベント録画の場合、イベント設定内の各設定が 「オン」 になっているか、またイベント設定内の
　　スケジュール設定をする場合はイベントの時間設定は合っているか確認します。
　　SDカードが認識されているか、録画ボタンを押し忘れていないかも確認します。

7．パソコンでSDカードに記録された映像データを見るには
　　SDカード上で使用されるファイル・フォーマットは、ウインドウズまたは Linux を含むどんな
　　PCオペレーティング・システムによっても支援されません。したがって、専用ソフトを使用せず
　　PCで、SDカード内の映像を見ることができません。専用ソフトのビューアーをインストールして
　　映像を見てください。

8．テレビやエアコンなどの各種赤外リモコンで反応することがありますので、リモコンで各種設定が
　　終わったらリモコン受光部を光透過しない厚手の粘着テープなどでふさぐことをお勧めします。
　　誤って赤外線が反応し、設定画面を呼び出しているときは録画しません。
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8. 一般的なメニュー画面の設定
8-1　連続録画をしたい場合

メインメニュー　　⇒　　ビデオセットアップ
自動録画　　⇒　　「オン」に設定
上書き　⇒　「オン」に設定
※電源がオフになり、再度起動したときに自動で録画を開始します。
※SDカードがいっぱいになっても、古いデータから削除して録画を継続します。

メインメニュー　　⇒　　イベントセットアップ
モーション録画　　⇒　　「オフ」に設定。
※初期値はモーション録画設定は「オフ」です。
※録画時間は、別表P24を参照してくだい。
 

以上で稼働中は連続録画を行う設定ができます。
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8-2　モーション録画をしたい場合

侵入者（映像に動き）があったときのみ自動的に録画をする場合
メインメニュー　　⇒　　ビデオセットアップ
自動録画　　⇒　　「オフ」
プリレコーディング　　⇒　　「オン」
ポストレコーディング　　⇒　「任意の秒数」

メインメニュー　　⇒　　イベントセットアップ
モーション　　⇒　　「オン」
感度　⇒　「高 /普通 /低」任意設定
※この設定では、動体を感知して（モーションディテクト機能）、感知数秒前から録画を始めます。　
　動きが無くると自動的に録画をストップします。
※動体検知機能は、人に限らずすべての映像の動作によって録画の「オン /オフ」を制御します。
　感度設定や、撮影範囲の設定などにより、録画される内容は大きく変わります。

注意
※撮影場所によっては、動体検知機能に不向きな場所（屋外、道路など）もありますので、使用する場所
　には十分検討してから導入してください。
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9.NS-32SDRⅡ（Ver.7. 0.0）の追加機能

NS-32SDRは、「NS-32SDRⅡ「という品名となる場合追加機能がありバージョンアップしております。
基本的な動作は同様であるため、必要に応じて使い分けをしていただけますようお願いします。
また、「NS-3200BOXⅡ」は「NS-32SDRⅡ」を搭載しておりますので、以降の説明を確認の上
運用していただけますようお願いします。

またPC専用閲覧ソフトも機器にあわせバージョンを変更しておりますので、機器のバージョンにあった
ソフトをご使用ください。

追加機能

1. セキュリティが強化されました。録画データ再生時にもパスワード設定ができます。
　これにより、再生データの閲覧権限を管理することができます。

2. 録画エラー時にセンサー信号（無電圧接点　NC/NO信号）を出力することができます。
　この機能により、外部へ録画エラーを通知することができます。　
　※NS-3200BOXⅡはこの機能を利用し、屋外BOXの底部に LEDを搭載してエラーの有無を
　　外部から確認することができます。

3. 録画画質を4段階に設定することができます。「高 /中 /低 /長時間」から選択できます。
　※NS-32SDRⅡは、個々のデータにパスワードをかけられますが、そのため録画時間がNS-32SDR
　　と比べ短くなっています。録画時間を長くするためには、「長時間」画質を選択してください。
　　録画時間の目安は、別表を参照してください。
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9-1. パスワード設定

　録画したデータを、パソコン上で（MicroDPlayer）で再生する際に必要なパスワードを設定します。
　8桁の数字で設定できます。　

 
メインメニュー /サブメニューを選択

　→ 【ENT】で決定 →【◀ / ▶】ボタンで項目を“＞ピンコード” に設定 → 【ENT】で決定 
　→ カーソルが“8桁”の左端に表示されたら【▲ / ▼】ボタンでカーソルの数字を設定します。
　→ 【ENT】で決定又は 【▶】ボタンでカーソル移動→ 繰り返し設定し、8桁目まで設定したら【ENT】で決定。
　設定が保存されます。

※初期設定値は「00000000」（0×8）です。
※MicroDPlayer では、「00000000」は「設定なし」と同じ意味となりますので、機能をオンにする
　ためには、必ず数字を設定してください。
※設定の変更は本体でのみ行えます。本体で設定をさせないためには、メニュー画面へ入るための
　パスワードを設定してください。（P18参照）

【▲ /▼ /◀ /▶ /】ボタンで移動、
選択します。
【ENT】ボタンで決定、次項目へ移動します。
【MENU】ボタンで前画面に戻ります。
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9-2. エラーセンサー信号設定

　本来持っているセンサー信号出力機能の種類を、「ビデオロス /録画停止（録画エラー時）/
　SDカードエラー」の状態の時に出力されるように設定できます。
　弊社製品「NS-3200BOXⅡ」ではこの機能を利用して、屋外用BOXに LEDを搭載させ点灯の状態
　でエラーを外部から確認できるよう組み立てられています。

　

メインメニュー /イベントセットアップを選択

　→ 【ENT】で決定 →【▼】ボタンで項目を“アラーム出力” へ移動 → 【ENT】で決定 
　→ 【▲ / ▼】ボタンで【ON】を選択し、【ENT】で決定
　→【▼】ボタンで項目を”出力タイプ” へ移動→【ENT】で決定→【▲ / ▼】ボタンで【NC/NO】を選択し、
　　【ENT】で決定
　　※アラーム信号を受信する機器によって選択します。
　→【▼】ボタンで項目を”エラー感知” へ移動→【ENT】で決定【▲ / ▼】ボタンで【オン】を選択し、【ENT】
　　で決定

※モーション録画は使用できません必ず「オフ」を選択してください。
※連続録画での使用を推奨します。



33

9-3. ピンコード設定

　個々の録画データ（ファイル単位）にパスワードを設定することができます。
　同梱のPC用ビュアーソフト（MicroDPlayer　Ver.6.0）で再生する際に、ファイルやフォルダを
　開く度にスワードの入力を求められます。本体で設定したパスワードが一致しないと再生ができなく
　なります。

　
　
　

メインメニュー /サブメニューを選択

→ 【ENT】で決定 →【▼】ボタンで項目を“ピンコード” へ移動 → 【ENT】で決定 
→【◀ /▶】でカーソルを移動させ、【▲ / ▼】で数字を入力します。
　※初期数値は「00000000」です。この場合パスワードは無効となります。
→入力が完了したら、【ENT】で決定します。

　※ピンコードを認識するソフトウェアは、「MicroDPlayer　Ver.6.0.0.0」となります。
　　他のバージョンのソフトウェアでは機能しません。また、本体側（NS-32SDRⅡ）のバージョン
　　がVer.6.0 であることを確認してください。双方バージョンが違う場合は追加機能は
　　正常に機能しません。

　※このパスワードは、パソコンでのデータの再生時（ビュアーソフトマニュアルVer.2.0　P7参照）
　　の画面で入力を求められます。「00000000」は無効となります。
　　設定されたパスワードを入力すると、そのパスワードが設定されたファイルのみが検索され、
　　パスワードが一致しないファイルは検索されません。
　　（ビュアーソフトマニュアルVer.2.0　P11参照）
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9-4　録画目安時間（NS-32SDRⅡ）

撮影対象や環境条件によって表記録画時間は大幅に変動します。
　（動きのある撮影対象ほど録画時間が短くなります）

映像と同時に音声も記録される場合、特に低フレーム /秒では極端に記録時間が短くなります。
　　例）15フレーム /秒　：　表記時間の85％～50％
　　　　　6フレーム /秒　：　表記時間の75％～30％

※録画フレーム：1フレーム /秒での記録は圧縮ソフトの特性上3フレーム /秒の記録の約50％の記録時間に
　なります。したがって、本録画装置は3フレーム /秒以上でのご使用を推奨します。
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